
【目的】日本薬局方収載生薬キキョウ（Platycodi Radix）はキキョウ（Platycodon
grandiflorum）の乾燥根で，鎮咳，排膿，去痰を目標に用いられ，成分に関して
は多種多量のトリテルペノイドサポニンを含むことが知られている．
　我々はキキョウのサポニン成分について探索を行い，新規トリテルペノイドサ
ポニン５種を単離し，構造決定した．ここでは，それらの生物活性と併せて報告
する．

【方法・結果】 市販生薬 (1.5 kg) を
70% MeOH で冷浸し，得られたエキス
について各種クロマトグラフィーで分
離精製を行い，８種の既知化合物の他
に５種の新規化合物 (1～5) を単離し
た．化合物 1～5 の構造は各種スペク
トルデータの解析からそれぞれ図のよ
うに決定した．
　また，化合物１～5のうち，1, 3, 4, 5
の４種にヒトがん細胞に対する増殖抑
制活性が備わっていることがわかった．

1: R1=COOH, R2=β-D-Glc, R3=H, R4=Ac, R5=β-D-Api
2: R1=COOH, R2=β-gentiobiose, R3=R4=R5=H
3: R1=CH2OH, R2=β-D-GlcA, R3=R4=H, R5=β-D-Api
4: R1=CH2OH, R2=β-D-GlcA, R3=Ac, R4=H, R5=β-D-Api
5: R1=CH2OH, R2=β-D-GlcA, R3=H, R4=Ac, R5=β-D-Api
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